第41回日本蜘蛛学会　大会プログラム

会期：2009年8月22－23日　
会場：宮城学院女子大学
8月22日（土）

9:00　開会
9:15－12:00　一般講演（11件）

O-1　オオシロカネグモとコシロカネグモの学名


　　　　吉田　哉

O-2　日本産キムラグモ類の系統解析その３



　　

　谷川明男・吉尾政信・新海　明・立田晴記・宮下　直　

O-3 　A review of the family Charontidae (Arachnida: Amblypygi) with notes on the systematic and distribution 


　　　　



　　Rahmadi, Cahyo 
O-4　クモの性モザイクについて　　




　　　　入江照雄　

O-5　クサグモの脱皮ホルモン受容体の同定

　本多佳子・堀金麻理・Taylor, DeMar 
O-6　日本におけるトリハダダニ科（ダニ目：無気門亜目）の発見，およびそれによるハトシラミバエへの超寄生




　　　

黒木知美・山内健生
O-7　北海道におけるイソコモリグモの生息実態　

　　　 松田まゆみ・川辺百樹

O-8　東北地方におけるキシノウエトタテグモの分布


　　　　 笹岡文雄

O-9　野外におけるキシノウエトタテグモの成長と年齢
　　
       中西亜耶・長谷川雅美

O-10　ワスレナグモの分散



　　　

桑田　隆生・境武志

O-11　カバキコマチグモの営巣に利用する葉に対する選好性　

弘中　豊・安倍　弘

12:00－13:00　写真撮影・昼食
13:00－14:00　総会
14:00－15:15　一般講演（5件）
O-12　ヤマトカナエグモの捕食行動の一観察



         緒方清人

O-13　ギンメッキゴミグモの隠れ帯の機能について


         中田兼介

O-14　造網性クモ類の高温ストレスに対する形質の共適応

宮下　直・加藤直子　

O-15　福島県の中山間地水田で採集されたクモ類


　　

  荒川昭弘・三田村敏正・岡崎一博・松木伸浩・山田真孝

O-16　水田の栽培管理がクモ類などの生息に及ぼす影響

  　

       　　　


　　　田中幸一・浜崎健児・中谷至伸・吉武啓・田端純

　
15:15－15:45　ポスター発表（2件）

P-1 　多雪地帯における土壌性カニムシ類の季節消長


　　　　佐藤英文
P-2　 アマミクチバハエトリの転属・ノジマネオンハエトリの雌

　　　　池田博明

15:45－17:30　シンポジウム（1）「クモヒメバチの世界」

S-1　クモヒメバチってどんなハチ？




　　　松本吏樹郎

S-2　クモヒメバチによるゴミグモの網変形



　　　　桝元敏也

S-3　クモヒメバチがクモを利用するための様々な適応

　　
　　　高須賀圭三

18：30-20：30　懇親会　
8月23日（日）

9:00－10:30　一般講演（6件）

O-17　フィリピンのクモ相撲
     



　　　　関根幹夫

O-18　九州産ヤチグモ科の後牙堤歯数の変異　　


　　　　奥村賢一

O-19　アシナガグモ類の鋏角はなぜ大きいのか？　　　









　馬場友希・谷川明男・高田まゆら・二見恭子
O-20　トクシマヤミサラグモ近縁種群にみられる外雌器の地理的変異と多様化　　

　　　　井原　庸

O-21　アカサビザトウムシは瀬戸内海をはさんで輪状種となる　
　　　鶴崎展巨・川口みなこ

O-22　交尾器への機能依存的な性選択の影響：ババヤスデ属の例　　　　田辺　力・曽田貞滋

10:45－12:30　シンポジウム（2）「土壌性クモ形類の多様性」
S-4　ダニの多様性

　　



　　
　　　　高久　元

S-5　カニムシ研究の現状と課題




　　　　佐藤英文

S-6　ヤスデ類の口器多様性からみた食性研究の必要性

　　
　　　　石井　清

S-7　陸生等脚類の耐乾燥戦略   




　　　　八巻明香

S-8　地面のクモも多種多様、が、しかし...何が多様なのか　　　　
　　　　安藤昭久
S-9　ササラダニの外敵防御戦略について



　　　　島野智之

12:30 閉会
12:30－14：00　昼食、お茶+ディスカッションタイム
発表に関しての注意

１．発表者は次の座長をお願い致します。発表後は席に帰らず、そのまま座長席にお着きいただけますようにお願い致します。

２．まことに勝手ながら、口頭発表はMicrosoft Power Pointによって行わせていただきます。 発表用にwindowsマシン（Power Pointバージョン: 2003）を用意しております。お使いのPower Pointのバージョンによっては正しく表示されない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 特に、バージョンの新しいPower Pointをご利用の方は、ファイル形式を2003形式で保存していただきますようよろしくお願いします。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。 

 パワーポイントファイル（ppt）はCD-R、USBメモリのいずれかのメディアに入れ、受付までお持ちいただきますようよろしくお願いします。その際、コンピュータウィルス、スパイウェアの蔓延を防ぐため、あらかじめウィルススキャンソフトによってメディアがウィルス、スパイウェアに感染していないことをご確認ください。当方でもアンチウイルスソフトなどを導入しておりますが、万が一感染した場合、責任は負えませんので、USBメモリではなく、CD-Rをおすすめします。

お願いとお詫び
当初想定していたよりも講演の申し込み数が多かったこと、欲張って2つもシンポジウムを用意したこと、講演だけは23日の午前中に終わらせたかったこと、等の理由により、ちょっと窮屈なプログラムになってしまいました。というわけですので、大会の円滑な進行のため、講演時間の厳守をよろしくお願いします。一般講演については1人の持ち時間は15分です。12分講演、3分質疑応答を予定しています。シンポジウムの講演時間については別途お知らせします。

まずは、ご自分の発表の時間帯を確認してください。もしも都合が悪いようでしたら、田中まで連絡願います。可能な範囲で対応します。

このところ大学の仕事（研究とはまったく無関係！）が猛烈に忙しく、大会プログラムの発送が例年よりもずいぶん遅れてしまいました。しかも例年のような郵送ではなく、メールでの配布となりました。ごめんなさい。

大会委員長　田中一裕

PAGE  
1

